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大萎の穂の諸務官の中で、でには特に多量の
1J(分が含まれて治り、これは吸牧し1:.11<分の過
剰のものがとこじ蓄積される需である。その量
は開花時i二於て乾物重の~-8~で、其後規則正
し〈漸増する。成熟時のせの灰分量は品種l乙よ
り異るが、殊It:植物の生育環境の影響をう砂同
一品種でも著しい差異を生巴る.筒、せを人語
的に除〈芝、で広蓄積される筈の灰分が楠軸に
集り、その結果さして穂軸が著し〈折れやすく
なるという。仰向叉、異撞C土壌じ栽培した結
果、せの訳分合塾及びせめ股落性が著しく異り
政分合量が増すとでは脆弱ざなり容易に脱落す
るt九併じ乍ら、 Aberg其他(l}Iまでの脆落性程
度に就いて差のある、或る交雑の姉妹系統冶用
い、灰分含量をしらペfこ結果、J足分合量とせの
脆弱乃至脱落性との聞には殆~閥係が見られな
いさ述べている.
日本の大要ではで質に就τ極めて顕著な差異
がある.自Uち、普遁型の大奏中、長e~ものは
.一世に剛〈中世の品種では何れも制〈て、.柔軟
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をもっ間髄56~ 用いた.各個程4撃に全部め穂か
らせをさり、 1(')50Cで、殆ど無水献態になるを
で乾燥した.而して、これそ筑鉢で陣き、約
0・5Jij宛2匝をJレツボに分ち入れた。 こうし℃・
9000Cの電気櫨で常法により恒量じなる迄燃焼
させて後、 f量した.各問題の随は2直の平均
で決定し七が、匿聞の聞きは大雪いので乾物震
の1~、遁常ö.2-(').5%程度であった.
結果普遁型畏せ、同中=e及び短型の3群
に分つτ、夫寄与のでの灰分合量を示すと第1表
の如くである。
第1表普通型授で問中'f:1同種群並びに
短塑個睡群のでの灰分含量
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問中及短を果l明記 13.02 路
である。又著者のいう短型大奈は武間的によち 第1表によれば、質の最も柔軟怠納le型に於
組苦種とも言われている如〈、極めででが幅庚 て¥'f:の訳分合量最も高く、衣に普遁型畏剛ぜ群
ぐ、質が粗剛で脆い.竹崎は此のせ慣に2樹の で、最も閥剛で脆い短型が最低の友分含量を示
遺体子が開輿していて、普謝型ー短型に射する した.而して、長岡IJでさ柔軟tお並びに、長剛
遺停子H1ませぞ柔軟に、 bは組剛にし、一方、 でさ短型組剛でさは夫々灰分合量の平均値が2d
'E長に罰する遺偉子Aは同時にでを岡1jならしめ 必の有意水準では明かに差が認めちれる.叉、
る.そして、日はAに艶し℃下位で、 HとAが 柔軟でと組剛せとはか1~、普通型三短型さは
共有・するさき 普遁型長'E)では剛く、 aのき fj~ (J).有意水準で、夫々差を認めるこさができ
ぎ(普通型中ででは柔軟ξなるさいう"、 る.
著者等は此の級h二日本産大喜容のせ質の著しい きたに竹崎町.高橋(5}(8灯、ので槽型分類訟に従知
差異が灰分合量の差によるかどうかをしらペる 此等の個腫~B種に分ち、夫々の群の灰分含量
露1つの交維のむに含まれる種々のせ欄型の材 を示すさ第2表の如〈である。
料.z.用い、での灰分合量の測定t:行ってみた. 第2去によればでの灰分含量は芽鞘型のみな
その結果を議報的に報告する。 らす事粒若~O)l束密、での長短によ0ても異るもの
寅験材料及方法材料さし正は昭和21年度 の様である.卸ち短型 (h遺体子につい主ホ'f:
~畑地に栽培した坊主大型~ c-:石1 x白胴6蛾 の個輯は普通型 (HH或はHh)じ比L、又、
〈三重)のFt個韓中、中央列及側列に完全なで 疎楠 (EE'或はEe)は密摺(ee)に比して明かに
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※竹崎く192'Z)による
灰分が少い。この外、長官 (J¥A或はAll)は短
t;(ola)よりも同様挟分il.少い傾向が見られる。
灰分合量iま個韓間1:¥相官蹟い聾呉があるこミは
糠準備差からも明かに見られ、本調査では個慌
散が少いので統計的に差を砥認、できないものも
あるがーとの結果に闘する!録り、犬穂如上の占
うな傾向を見るこさが出来危.
以上の結果から、我聞の大萎では、で質の最
も柔軌な細苦型が最も灰分多〈、普遁型長剛ぜ
これにつぎ、短型粗剛せが最も灰分少い.向、
せ鰭型にわけて考察すると、むの各種表現型の
灰分合量から、 H~h， a)A、e)Eさいう遺体
的な関係が成りたつように推測できる。
此等の結果は、 POpf，M. N.(1945)μ}の結果さ
全〈越の様にも考えられるが、氏の揚合は間一
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品種を具った傑件で栽培b、2足分含量
-t2!，)~近〈も異にしたものに0いての
結果で、こ二で取扱ったものさ立場を
具にしている.具系統胡ではせの股落
〈脆弱〉性さ灰分含量三の聞に殆e関係
が加、ざする Aberg等の結果は著者
等の結果金規を~，ニずるものである.
併しここに地べたのは唯ーつめ受維材
料についての結果であり、時来種々の
材科について研究・する必要がある.
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薬剤によ石雑草の駆除試験第11報
小宴畑め播積即日石灰窒素施用の薬害個避さ雑草防止に‘就で
笠 原 安 夫
轟に著者等は畦完成後にs:傑(矯溝、.蒔溝〉にの 害な〈、一方雑草の褒生も少き是認めたり.昭
み反賞5-7・6貫の石灰窒素暑地布し百一週間後 和18r211f.に至る聞の試験結果を報告せんさす
にIJ、要そ橋菌して覆土-i'堆肥にて代へば、作傑 1)先づ猿備試験まして、ポツ干に於τ小菱粒
の雑草費生防止に布劫にしてl手取除草を省時レ を蒔きずこるJ:に賓土の厚さをOふ 1仏 1，5 2:0， 
得るさ報告せり.但し誤法は小菱の酒朔播種を 2・l)cmさし、とれに石灰窒素尻嘗〈全面)7.f)": 
温す組あればこの慰是正の必要を感ぜり、救 80実施用したる結果1.5cm以上の覆土に於τ反
巳蒔講の覆土を趨宮の厚さにし、その上1:播種 営15-30賓の石灰窒素は小菱の琵菊生育t二殆ん
〆即日石灰窒素を撒布すれば小萎の費芽生育に藁 r無害なり.
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